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暑い夏
　 自然の中に涼を求めて！！

山梨県　白糸の滝



災害対応運営ゲームＳＵＧ  ( すぐ )

Ｓ：災害対応
Ｕ：運営
Ｇ：ゲーム
    「すぐ」に動く！
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で
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大
災
害
発
生
時
の
共
助

大
災
害
発
生
時
の
共
助

みんなでおいしく作ったお弁当 届けてみては―みんなでおいしく作ったお弁当 届けてみては―

大地震で町内会に被害発生

すぐに動く！

安否確認
救出救助
手当搬送
要配慮者保護

茂
原
市
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
講

習
会
に
、
千
葉
県
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
一
宮
町
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
千
葉
県
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
茂
原
の
会
員
や
首
都
圏
防
災
士
連
絡
会
の
方
々

を
は
じ
め
睦
沢
町
他
か
ら
の
参
加
者
も
お
り
、
Ｓ

Ｕ
Ｇ
（
す
ぐ
）
開
発
者
で
あ
る
倉
野
康
彦
氏
指
導

の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
大
災
害
発
生
時
の

救
出
救
助
等
の
現
場
活
動
（
共
助
）
、
要
配
慮
者

保
護
、
町
内
会
災
害
対
応
な
ど
を
考
え
る
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

さ
る
６
月
１１
日
（
木
）
に
『
千
葉
県
災

害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
茂
原
（
以
下=

災
対
コ
ー
）
』
が
開
催
し
た
災
害
対
応
運

営
ゲ
ー
ム
Ｓ
Ｕ
Ｇ
（
す
ぐ
）
講
習
会
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
り
は
、
災
害
が
発
生
し

た
際
各
市
町
村
が
開
設
し
た
『
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』
の
下
で
支
援
活
動

を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
近
年
度
重
な
る
大

雨
災
害
が
も
た
ら
し
た
被
害
を
経
験
し
た

『
茂
原
市
』
で
の
災
対
コ
ー
茂
原
の
支
援

活
動
は
、
地
域
住
民
に
根
づ
い
た
活
動
で

あ
り
、
他
の
被
災
地
の
模
範
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

 

今
回
の
Ｓ
Ｕ
Ｇ
（
す
ぐ
）
ゲ
ー
ム
は
、
茂

原
市
で
災
害
が
発
生
、
地
域
の
住
民
が
被
害

に
遭
っ
た
際
、
①
被
害
状
況
を
把
握
し
、
情

報
の
共
有
化
を
図
る　

②
住
民
の
安
否
確
認　

③
被
災
者
の
救
出
救
助
活
動
を
い
ち
早
く
ス

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
福
祉

活
動
の
一
環
と
し
て
、
７５
歳
以
上
の
独

り
暮
ら
し
世
帯
で
一
定
の
条
件
を
満
た

す
方
に
お
弁
当
を
お
配
り
し
て
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

配
達
は
月
３
回
木
曜
日
に
１
人
当
た

り
約
６
軒
を
３０
分
程
度
で
行
っ
て
い
ま

す
。担

当
者
も
高
齢
の
た
め
、
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
活
動
が
継
続
で

き
ま
す
よ
う
に
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
一
宮

町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

災
害
対
応
運
営
ゲ
ー
ム
で

災
害
対
応
運
営
ゲ
ー
ム
で

仲
間
づ
く
り
を
―

仲
間
づ
く
り
を
―

配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
　
集

募
　
集

ム
ー
ズ
に
出
来
る
か

否
や
で
あ
り
、
今
日

ま
で
体
験
し
て
来
た

様
々
な
講
習
会
と
は

違
い
災
害
が
発
生
し

た
ら
一
番
先
に
何
を

や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
講
習
会
で
あ
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
一
宮
町

で
も
災
対
コ
ー
茂
原

を
お
手
本
と
し
た
議

論
が
交
わ
す
こ
と
の

で
き
る
仲
間
づ
く
り

が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

齋
藤　

繁
美



ピ ン ・ ポ ン ・ パ ンピ ン ・ ポ ン ・ パ ン でで 令
和
８
年
７
月
３１
日
に
一
宮
町
女
性
会
で
は
、
例
年
、
夏
休
み
中
は
、
親
子

料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
松
戸
市
に
あ
る
防
災
体
験
学
習
施
設
千
葉
県
西
部
防
災
セ

ン
タ
ー
に
て
、
親
子
で
防
災
体
験
学
習
と
し
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

を
支
え
な
く
て
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
し
た
。
こ
れ
に
雨
が
混
じ
っ
て

は
、
と
て
も
避
難
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
予
報
を
見
な
が
ら
早
目
の
対
応
が
大

切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

火
災
消
化
体
験　

消
火
器
は
各
家
庭
に
あ
っ
て
も
普
段
は

使
う
物
で
は
な
い
。
な
の
で
い
ざ
本
当
に

必
要
に
な
っ
た
時
に
使
え
な
い
で
は
困

り
ま
す
。
そ
ん
な
事
の
な
い
様
に
、
ピ

ン
（
ピ
ン
を
抜
く
）
ポ
ン
（
ホ
ー
ス
を
持

つ
）
パ
ン
（
レ
バ
ー
を
握
る
）
の
合
い
言

葉
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
消
火
し

ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
一
人
で
上
手
に
消

火
で
き
ま
し
た
。

煙
避
難
体
験　

多
く
の
子
ど
も
達
が
一
番
印
象
に
残
っ

県
内
１１
市
町
村
か
ら
６５
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
１
ホ
ー
ル
１５
ｍ
か

ら
５０
ｍ
の
各
ホ
ー
ル
を
、
８
ホ
ー
ル
セ
ッ
ト

（
計
２
４
０
ｍ
）
こ
れ
を
、
２
周
し
た
合
計
打

数
（
少
な
い
方
が
よ
い
）
で
順
位
が
決
ま
り
ま

す
。
一
宮
町
で
は
、
８
名
参
加
し
、
小
安
珠
代

さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
後
、
参
加
者
達
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
大
会
で
し
た
。

小
安　

君
枝

子
ど
も
達
も
一
緒

に
防
災
を
学
ぼ
う
。

と
い
う
こ
と
で
、
千

葉
県
西
部
防
災
セ
ン

タ
ー
（
松
戸
市
）
に

行
き
ま
し
た
。
熊
本

地
震
の
後
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
皆
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し

た
。風

水
害
体
験　

風
速
３０
ｍ
／
秒
の
風

は
普
通
に
立
っ
て
い

ら
れ
ず
、
支
柱
に
つ

か
ま
り
し
っ
か
り
体

た
様
で
す
。
体
に
無
害
、
と
聞

い
て
は
い
て
も
、
煙
の
臭
い
は

き
つ
く
、
ど
ん
ど
ん
視
界
は
悪

く
な
り
進
む
先
が
見
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
体
を
低
く
し
て
、

手
で
壁
を
触
り
な
が
ら
の
避
難

は
大
変
で
し
た
。
手
で
触
る
時

は
、
手
の
ひ
ら
で
は
な
く
甲
側

を
使
う
と
良
い
こ
と
も
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
大
切

な
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し

た
。
私
達
は
こ
の
こ
と
を
仲
間

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
、
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

河
野　

裕
子

令
和
８
年
６
月
２
日
、
千
葉
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
と
し
て
第
１７

回
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
長
生
村
の
尼
ヶ
台
総
合
公
園
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

笑
顔
の
絶
え
な
い
大
会

笑
顔
の
絶
え
な
い
大
会



令和8年熊本地震義援金について
一宮町社会福祉協議会では、被災された方々を支援するため
下記のとおり義援金を受付けています。

名　　称　令和8年熊本地震義援金
受付期間　令和8年7月31日(金)～令和8年10月30日(金)まで

義援金募集期間

令和7年度社会福祉協議会会計決算 （単位：円）

収  　　  入 支  　　  出
会費収入 1,650,000 人件費支出 63,289,912
寄付金収入 1,568,048 事業費支出 16,916,696
経常経費補助金収入 29,867,348 事務費支出 7,274,375
受託金収入 22,775,717 貸付事業支出 85,000
貸付事業収入 72,000 助成金支出 1,610,000
事業収入 90,100 負担金支出 75,256
負担金収入 28,360 その他の支出 408,634
介護保険事業収入 27,746,830 流動資産評価損等による資金減少額 40,695
障害福祉サービス等事業収入 6,989,587 積立資産支出 590,000
受取利息配当金収入 95,341 その他の活動による支出 2,141,900
その他の収入 199,073 当期末支払資金残高（次年度繰越金） 34,397,414
積立資産取崩収入 303,500
その他の活動による収入 1,347,370
前期末支払資金残高(繰越金) 34,096,608

合　　計 126,829,882 合　　計 126,829,882

令和8年度社会福祉協議会会計予算 （単位：円）

収  　　  入 支  　　  出
会費収入 1,825,000 人件費支出 69,311,000
寄付金収入 133,000 事業費支出 10,850,000
経常経費補助金収入 29,212,000 事務費支出 7,336,000
受託金収入 23,588,000 貸付事業支出 100,000
貸付事業収入 100,000 助成金支出 1,555,000
事業収入 97,000 負担金支出 71,000
介護保険事業収入 25,173,000 積立資産支出 607,000
障害福祉サービス等事業収入 6,139,000 その他の活動による支出 2,223,000
保険外サービス事業収入 5,000 予備費 854,000
受取利息配当金収入 13,000 当期末支払資金残高 854,000
その他の収入 226,000 0
前期末支払資金残高（繰越金） 6,396,000

合　　計 92,907,000 合　　計 92,907,000

結婚50周年記念

贈呈について

申込み先

締切日
令和8年9月16日(水)

電話 (42)3424 一宮町社会福祉協議会

令和8年度

対象者

お問い合わせ

※一宮町に本籍がない方は、本籍地の戸籍謄本が
必要です。

昭和51年9月1日～昭和52年8月31日
までにご結婚された方

一宮町社会福祉協議会に申込用紙を
ご用意いたします。
印鑑をご持参の上お越し下さい。

編
集
後
記

梅
雨
の
訪
れ
と
共
に
、
台
風
（
５

号
～
８
号
）
が
続
け
て
日
本
列
島

に
上
陸
、
様
々
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
自
然
災
害
は
、
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
備

え
の
知
識
を
身
に
付
け
る
事
が
大

切
で
す
。

梅
雨
明
け
と
同
時
に
４
０
度
越
え

の
酷
暑
が
発
表
さ
れ
た
り
、
７
月

２
８
日
に
は
熊
本
県
で
震
度
７
の

地
震
が
発
生
、
１
０
年
前
に
も
発

生
、
二
度
目
の
地
震
で
す
。
多
く

の
家
屋
が
被
害
又
、
現
在
３
８
名

の
尊
い
命
が
亡
く
な
り
、
避
難
所

に
て
、
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
方
々
へ
一
日
も
早
く
普
通
の

生
活
に
返
れ
る
様
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

渡
邉　
年
子


